第７回丘陵地区整備機構協議会要旨
平成２１年７月６日

AM10時００分～１２時００分　

場所：市役所新館４階第２委員室
主な内容

　事務局より、「地域資源を活かしたまちづくりについて」というテーマに基づいて、前回、地権者から寄せられたアンケートの分析から導き出された「短中期的な展開」を「道の駅」と連携した農業の取り組みについて全国の事例を交えて説明し、検討した。

　また、都市的整備エリアについては、事業を行うために必要となる手続き（市街化区域への編入）を進める必要があることを確認した。
今後の進め方について、都市的整備、農的整備や自然保全ゾーンの内容も検討し、
丘陵地区全体のバランスがとれた地域整備を考える必要があり、同時にまちづくりのルールを定める必要があることを確認した。

委員からは主な意見として、
●「地域の資源として市民農園などをするには非常に良い環境だと思うが、当初はあまり大きな規模を考えずに進める方が良いと思う。また、地元の関わり方について仕組み仕掛けを考えることが必要だと思う。」
●「貸し農園をするなら水や道路、区画割などある程度の面整備が必要ではないか。」
●「国は市街化区域の拡大を抑制しているので、区画整理事業をするにも販売や利用など目途を立てておかないと厳しいと思う。」
●「今の時代にリスクがゼロと言うことは絶対に無いと思う。ただ、色々な事例を見ながら新たな仕組みを考えて工夫することでリスクを軽減することを考えないといけない。」　等その他。
※　要約しています。詳細については議事録本文をご覧ください。





















